
□

混
迷
す
る
申
請
作
業

今
、
各
大
学
で
は
、
教
職
課
程
の
再
課
程
認
定

の
た
め
の
申
請
作
業
が
、
十
一
月
末
の
締
切
り
を

控
え
て
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
十
月
、
文
部
省
か
ら
各
大
学
あ

て
に
、
教
職
課
程
を
持
つ
大
学
の
半
数
以
上
が
、

ま
だ
申
請
書
類
を
提
出
し
て
い
な
い
た
め
、
担
当

課
と
の
相
談
や
提
出
準
備
を
急
ぐ
よ
う
に
、
と
の

連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う

に
、
今
回
の
再
課
程
認
定
申
請
は
、
大
学
に
と
っ

て
困
難
が
多
い
。

そ
れ
は
、
個
々
の
大
学
で
教
職
課
程
の
新
し
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
作
成
し
て
も
、
大
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
全
体
と
の
間
で
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
程
度
は
、
私
た
ち
の
知
る
限
り
、
前

回
の
一
九
八
八
年
教
育
職
員
免
許
法
改
正
の
際
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
再
課
程
認
定
の
た
め
に
、
各
大
学
で
教

職
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
具
体
化
す
る
と
、
学

生
の
学
部
（
専
門
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
の
困
難

が
顕
著
と
な
る
た
め
に
、
教
職
課
程
担
当
者
だ
け

で
は
な
く
、
教
授
会
全
体
の
問
題
と
な
っ
て
い
る

大
学
が
数
多
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
教
職
課
程

を
縮
小
な
い
し
廃
止
し
よ
う
と
す
る
意
見
も
飛
び

出
し
、
学
生
の
強
い
履
修
希
望
を
知
る
教
職
課
程

教
員
や
事
務
方
が
存
続
の
説
得
を
す
る
光
景
も
稀

で
は
な
い
。
ま
た
、
短
期
大
学
理
事
会
の
な
か
に

は
、
教
職
課
程
の
廃
止
を
決
め
た
と
こ
ろ
も
相
当

数
出
て
い
る
。

□

ど
こ
が
問
題
な
の
か

一
体
、
何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
、
奇
異
に
感
じ
る
読
者
も
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。
当
然
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
教
員
免

許
を
取
得
す
る
基
礎
要
件
は
、
学
士
（
修
士
）
の

学
位
を
得
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
教
職

課
程
は
大
学
教
育
全
体
に
基
礎
を
置
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
「
教
職
課
程
の
単
位
を
取
得
し

た
が
、
大
学
を
卒
業
で
き
な
い
」
と
は
、
私
の
学

生
時
代
に
も
あ
っ
た
悲
喜
劇
の
ひ
と
つ
だ
が
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
、
学
生
本
人
に
理
由
が
あ
る
場

合
を
除
い
て
、起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

教
員
養
成
制
度
を
設
計
す
る
際
の
根
幹
の
条
件
と

い
っ
て
も
よ
い
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
教
育
職
員
免
許
法
の
改
正

に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
悲
喜
劇
が
制
度
的
に
起
こ

り
得
る
可
能
性
が
生
じ
て
い
る
。
上
に
指
摘
し
た

教
職
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
の
矛
盾
と
は
、
具
体
的
に
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

問
題
の
原
因
は
、
一
、
教
職
課
程
の
総
単
位
数

は
五
十
九
単
位
の
ま
ま
で
あ
っ
て
も
、
学
生
に
と

っ
て
、
最
低
二
十
単
位
の
増
加
と
な
る
改
正
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
、
二
、
中
学
校
教
育
実
習
の
四

教
育
実
習
と

大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

大
学
を
読
む
キ
ー
ワ
ー
ド

田
子

健

－５２－



単
位
化
に
よ
り
、
実
習
期
間
が
三
な
い
し
四
週
間

と
な
る
こ
と
、
の
た
め
、
学
生
の
学
部
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
履
修
が
困
難
と
な
る
こ
と
に
あ
る
。

□

中
学
校
教
育
実
習
四
週
間
問
題

今
、
最
低
二
十
単
位
増
と
し
た
の
は
、
五
十
九

単
位
以
外
に
も
、
「
日
本
国
憲
法
」
ほ
か
単
位
取

得
の
必
要
な
科
目
が
複
数
あ
り
、
そ
の
上
、
小
中

免
許
希
望
者
は
在
学
中
（
正
式
に
は
十
八
歳
以

上
）
に
合
計
七
日
間
の
「
介
護
等
体
験
」
（
単
位

認
定
は
さ
れ
な
い
）
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
大
学
上
級
学
年
の
一
年
分
の
取

得
単
位
数
に
も
匹
敵
す
る
単
位
履
修
負
担
が
新
た

に
生
じ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
に
加
え
て
、
従
来
と
同
一
の
時

期
を
想
定
す
れ
ば
、四
年
生
の
六
月
に
四
週
間（
こ

れ
ま
で
二
週
間
）
の
中
学
校
教
育
実
習
が
必
要
に

な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
最
低
四
回
学
部
授
業
を

連
続
し
て
欠
席
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
内
容
理

解
と
出
席
回
数
の
両
面
か
ら
、
単
位
取
得
は
困
難

と
な
る
。

ま
た
、
従
来
、
中
高
校
免
許
を
取
得
す
る
場
合
、

一
般
大
学
で
は
高
校
で
の
実
習
が
多
か
っ
た
こ
と

に
対
し
、
今
後
実
習
先
を
中
学
校
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
（
高
校
は
従
来
通
り
、
教
育

実
習
二
単
位
の
た
め
）
実
習
校
の
確
保
と
い
う
点

で
、
大
学
側
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

□

東
海
地
区
の
大
学
を
例
に

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
東
海
地
区
私
立
大
学
教

職
課
程
研
究
連
絡
協
議
会
が
、十
月
に
行
っ
た「
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト

中
学
校
教
育
実
習
期
間
の
設
定

に
つ
い
て
」
の
結
果
を
み
て
み
よ
う
。
同
会
加
盟

の
私
立
大
学
二
十
一
校
の
う
ち
十
九
校
（
回
答
十

七
校
、
回
収
率
八
九
・
五
％
）
を
対
象
と
し
た
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
よ
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
回
答
者

は
、
各
大
学
免
許
事
務
担
当
者
（
一
部
担
当
教
員

含
む
）
で
あ
る
。

Ａ

四
週
間
実
習
の
実
施
可
能
性

ほ
ぼ
可
能

四
校
（
二
三
・
五
％
）

学
部
に
よ
り
事
情
が
異
な
る
（
可
能
な
場
合
と

不
可
能
な
場
合
と
が
予
想
さ
れ
る
）

二
校
（
一
一
・
八
％
）

ほ
ぼ
不
可
能

十
一
校
（
六
四
・
七
％
）

全
く
可
能
性
が
な
く
、
こ
の
場
合
は
教
職
課
程

の
存
続
に
関
わ
る
事
態
と
な
る

〇
校
（
〇

％
）

Ｂ

希
望
す
る
中
学
校
教
育
実
習
期
間

〔
第
�
希
望
と
第
�
希
望
。
中
学
校
で
の
実
習

を
想
定
〕

四
年
次
四
週
間
連
続

�

二
校
（
一
一
・
八
％
）

�

二
校
（
一
一
・
八
％
）

四
年
次
三
週
間
連
続

�

四
校
（
二
三
・
五
％
）

�

五
校
（
二
九
・
四
％
）

三
年
次
二
週
間
と
四
年
次
二
週
間

�

五
校
（
二
九
・
四
％
）

�

二
校
（
一
一
・
八
％
）

三
年
次
一
週
間
と
四
年
次
二
週
間

�

五
校
（
二
九
・
四
％
）

�

三
校
（
一
七
・
六
％
）

こ
れ
以
外

�

一
校
（
五
・
九
％
）
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�

一
校
（
五
・
九
％
）

Ｃ

中
学
校
実
習
の
高
校
で
の
代
替

高
校
で
行
い
た
い

十
三
校
（
七
六
・
五
％
）

中
学
校
で
行
い
た
い

三
校
（
一
七
・
六
％
）

（
結
果
は
、「
東
海
私
教
懇
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」

一
九
九
九
、
No.
１
、
一
九
九
九
年
十
一
月
発
行
に

よ
る
。
な
お
、
％
は
回
収
数
を
も
と
と
し
た
。
）

ま
ず
、
中
学
校
四
週
間
実
習
が
、
四
週
間
連
続

し
て
行
わ
れ
た
場
合
、
学
生
が
実
習
を
行
う
こ
と

が
「
ほ
ぼ
不
可
能
」
と
な
る
大
学
が
十
一
大
学
、

全
体
の
六
四
・
七
％
を
占
め
る
と
い
う
厳
し
い
数

字
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
四

週
間
連
続
の
実
習
で
は
、
教
科
に
よ
っ
て
は
中
学

校
免
許
を
得
る
加
盟
校
の
学
生
が
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
実
習
の
期
間
を
実
施
可
能
な
形
と
す
る

こ
と
を
考
え
る
場
合
、
大
学
側
の
第
一
希
望
は
、

三
年
次
二
（
一
）
週
間
と
四
年
次
二
週
間
が
ト
ッ

プ
で
十
校
（
五
八
・
八
％
）
が
こ
れ
を
希
望
し
て

い
る
。
つ
い
で
、
四
年
次
三
週
間
連
続
が
、
四
校

（
二
三
・
五
％
）と
な
っ
て
い
る
。
第
二
希
望
は
、

四
年
次
三
週
間
連
続
が
ト
ッ
プ
で
五
校
（
二
九
・

四
％
）、
つ
い
で
三
年
次
二
（
一
）
週
間
と
四
年

次
二
週
間
五
校（
二
九
・
四
％
）と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、
三
年
次
二
（
一
）
週
間
と
四
年

次
二
週
間
を
第
一
に
、
四
年
次
三
週
間
連
続
ま
で

を
可
能
範
囲
と
し
た
制
度
化
が
模
索
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。

さ
ら
に
、
隣
接
校
種
で
の
実
習
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
高
校
で
四
（
三
）
週
間
実
習
が
認
め

ら
れ
る
な
ら
ば
ど
う
か
、
と
い
う
点
は
、
十
三
校

（
七
六
・
五
％
）
も
が
、
こ
れ
を
望
ん
で
お
り
、

非
常
に
強
い
要
望
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。な

お
、中
学
校
実
習
を
三
週
間
と
す
る
こ
と
は
、

大
学
設
置
基
準
が
演
習
一
単
位
あ
た
り
時
間
を
三

十
〜
四
十
五
時
間
と
す
る
こ
と
か
ら
、
四
単
位
の

実
習
を
三
週
間
で
行
う
こ
と
も
可
能
と
す
る
文
部

省
の
説
明
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
者
の
間

で
議
論
と
な
り
、
東
京
都
や
京
都
府
な
ど
の
教
育

委
員
会
が
こ
れ
を
原
則
と
す
る
こ
と
を
決
め
て
い

る
。
ま
た
、
各
地
で
同
様
の
動
き
が
あ
る
。

□

今
後
ど
う
す
べ
き
か

こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
中
学
校
免
許
取
得
希
望

者
も
、
高
校
で
の
実
習
も
可
能
と
な
り
、
教
育
実

習
の
期
間
は
、
三
年
次
二
（
一
）
週
間
と
四
年
次

二
週
間
と
四
年
次
三
週
間
連
続
の
ふ
た
つ
の
タ
イ

プ
の
選
択
が
可
能
と
な
っ
た
場
合
、
現
在
の
混
迷

状
況
か
ら
脱
し
、
日
本
の
教
員
養
成
に
と
っ
て
、

二
一
世
紀
を
展
望
す
る
余
裕
が
生
ま
れ
て
く
る
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
全
体
と
教
職
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
緊
張

も
解
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

た
ご
・
た
け
し

名
城
大
学
・
教
職
課
程
部
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